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（ ○）受講者が用意（自己負担）

（ ）貸出あり（有料： 円） （ ○）受講者負担 （ ）実施機関負担

（ ）貸出あり（無料）
※上記に記載する費用はすべて税込金額となっています。
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訓練科名 中国語医療案内士育成科            通信（ｵﾝﾗｲﾝ）
           対応コース

募集期間 令和4年12月23日(金) ～ 令和5年1月26日(木)

2月 開講　求職者支援訓練のご案内        される方は、令和  5  年  2 月  13  日

訓練コース番号 コース名
基礎

実践

    ※これから雇用保険受給手続きを

までにお手続きください。

初回訓練相談
締切日

令和5年1月25日(水)
※左記の日までに、ハローワークで相談を受けないと受講の申し込み
ができませんのでご注意下さい。

◆◆◆キャリアコンサルティングを受けることが必要なため、ハローワークへはお早めに来所して下さい。◆◆◆

訓
練
内
容

科目 科目の内容
 訓練時間

通学 通信

学
科

入所式・オリエンテーション 入所式、訓練の概要説明、その他注意事項（２時間）

修了式 修了式（１時間）

医療通訳外国語概論 医療通訳に用いる中国語の基本的な用語、構文 69時間 0時間

医療通訳基礎 医療機関における誘導などに用いる中国語の用語、構文 12時間 78時間

安全衛生管理 安全衛生の必要性、情報機器作業の留意点（適した作業環境、点検・清掃・改善措置の方法） 6時間 0時間

医療通訳理論
通訳理論、医療通訳者の役割、対話通訳と相互理論、患者の権利・医療理論、日本に暮らす外国人の現
状、外国人医療の現状 33時間 0時間

医療通訳応用 受診、問診、診察に関する中国語の応用 9時間 90時間

就職支援 履歴書・職務経歴書の書き方、面接指導、求人情報の収集 18時間 0時間

実
技

医療基礎演習 身体解剖図に用いる中国語の発声演習 3時間 30時間

医療通訳基礎実践 医療機関における外国人患者を誘導に用いる中国語のロールプレイング 6時間 60時間

医療通訳応用実践

検査演習 人間ドックなどを想定した中国語ロールプレイング 48時間 18時間

受診問診、一般健康診断を想定した中国語ロールプレイング 9時間 60時間

診察演習 医者による診察、結果説明に用いる中国語ロールプレイング 3時間 54時間

）職場見学（ ）その他

【職業人講話】「外国人患者受入案内、相談業務」沖縄医療生活協同組合　中部協同病院　（6ｈ）

）職場体験（ ）職業人講話 6時間 0時間

訓練期間 令和5年2月21日(火) ～ 令和5年8月18日(金) 通信によ
る実施日

訓練対象者の条件 自宅にパソコン等の情報通信機器を備え、通信費の負担ができる（オンライン実施時）。

 ★通信の方法（同時双方向型のオンライン）により訓練を実施する日の実施方法→①通信のみ（単独）　②通信または通所による受講を申込時に選択（混在）

　※通信による受講を選択した場合でも、頻繁に通信障害等で受講ができない場合は、通所受講への切替を求めることがあります。

3月 22,28～29日
4月 3～5,10～13,18～21,25～27日
5月 1～2,8～12,15～18,23～25,29～31日
6月 1,5～8,12～13,19～22,27～29日
7月 3～6,10,12,18～21,25～27日
8月 1～3,7日

訓練目標
（仕上がり像）

医療機関の通訳人材として必要な知識を学び、医療中国語を用いて外国人患者と医療従事者の間で必要事項の説明ができ
るようになる。

訓練修了後に取得
できる資格

名称（ 医療通訳技能認定試験【基礎】１次試験 認定機関（ 一般財団法人　日本医療教育財団 ）任意受験 取得費用（ 8,500円

6,600円

名称（ 認定機関（ ）任意受験 取得費用（

名称（ 医療通訳技能検定試験 1次試験 認定機関（ 一般社団法人　日本医療通訳協会 ）任意受験 取得費用（

訓練時間 9:00 ～ 15:50 募集定員 15名

名称（ 認定機関（ ）任意受験 取得費用（

名称（ 認定機関（ ）任意受験 取得費用（

通信による受講
に係る費用

①設備及び
インターネット

接続環境
②通信費

自
己
負
担
額

教科書代等
【教科書代】 16,500円

合計 16,500円
【その他】 0円

その他費用


